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《概　観》

我が国経済の最近の動向をみると、個人消費は、緩やかに回復してきたが、収入が低迷してい
ることなどから、このところ足踏み状態にある。住宅建設は、マンションの着工が増加しており、前
年を上回る水準で推移している。設備投資は、なお大幅な減少基調が続いている。公共投資は、
着工の動きはこのところ低調だが、事業の実施が進んでいる。輸出は、アジア向けが回復傾向に
あるため、緩やかに増加している。

在庫は、調整が進み、在庫率は前年を下回る水準になっている。こうした中、生産は、持ち直し
の動きがみられる。

雇用情勢は、依然として厳しい。勤め先や事業の都合による失奏者が依然多く、完全失業率は
高水準で推移している。

企業収益は、持ち直してきた。，また、企業の業況判断は、なお厳しいが改善が進んでいる。

以上のように、景気は、民間需要の回復力が弱く、厳しい状況をなお脱していないが、各種の政
策効果の浸透などにより、緩やかな改善が続いている。

政府は、将来の公需の鈍化等が景気減速をもたらしかねないとの懸念を払拭しつつ、公需から
民需へのバトンタッチを円滑に行い、景気を本格的な回復軌道に乗せていくとともに、新たな発展
基盤の確立を目指すため、今後の我が国の経済運営の指針ともなる総合的な経済対策を早急に
策定し、平成11年度第2次補正予算を編成する。

我が国経漬：需要面をみると、個人消費は、緩やかに回復してきたが、収入が低迷していること
などから、このところ足踏み状態にある。住宅建設は、マンションの着工が増加しており、前年を
上回る水準で推移している。設備投資は、なお大幅な減少基調が続いでいる。公共投資は、着工
の動きはこのところ低調だが、事業の実施が進んでいる。

産業面をみると、在庫は、調整が進み、在庫率は前年を下回る水準になっている。こうした中、
鉱工業生産は、持ち直しの動きがみられる。企業収益は、持ち直してきた。また、企業の業況判
断は、なお厳しいが改善が進んでいる。企業倒産件数は、春先からやや増加しているものの、信
用保証制度の拡充の効果などで前年の水準を下回っている。

雇用情勢は、依然として厳しい。勤め先や事秦の都合による失業者が依然多く、完全失業率は
高水準で推移している。

輸出入は、対アジア輸出入の動向を反映して、緩やかに増加している。国際収支をみると、貿
易・サービス収支の黒字は、おおむね横ばいとなっている。対米ドル円相場（インターバンク直物
中心相場）は、9月は109円台から110円台で推移した後、104円台まで上昇したが、月末には
106円台に下落した。

物価の動向をみると、国内卸売物価は、下げ止まっている。また、消費者物価は、安定してい
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る。

最近の金融情勢をみると、短期金利は、9月は横ばいで推移した。長期金利は、9月は低下し

た。株式相場は、9月は一進一退で推移した0マネーサプライ（M2＋CD）は・8月は前年同月比
3．5％増となった。また、企業金融のひっ迫感は緩和しているが、民間金融機関の貸出は依然低
調である。

海外経済：主要国の経済動向をみると、アメリカ七は、先行きには不透明感もみられるもの
の、景気は拡大を続けている。実質GDPは、99年1～3月期前期比年率4．3％増の後、4～6月
期は同1．6％増となった。個人消費、設備投資は増加している。住宅投資は1～3月期の大幅増
の反動もあり、伸びが鈍化している。鉱工業生産（総合）は増加している。雇用は一時的要因によ
り減少した。物価は総じて安定している。財の貿易収支赤字（国際収支ベース）は、拡大している。
連邦準備制度は、10月5日の連邦公開市場理事会（FOMC）において、金融政策姿勢をそれま
での「中立」から「引締め」方向へ転換したことを発表した。9月の長期金利（30年物国債）は、ほ
ぼ横ばいで推移した。株価（ダウ平均）は、上旬にやや上昇したもののその後は下落し、月初と月
末を比べると下落した。

・西ヨーロッパをみると、ドイツでは、景気は緩やかに改善してきている。フランスでは、景気は緩
やかな拡大を続けている。イギリスでは、景気は改善してきている。鉱工業生産は、ドイツでは増
加に転じた。フランスではほぼ横ばいで推移しており、イギリスでは増加している。失業率は、ドイ
ツではほぼ横ばいで推移している。フランスでは高水準ながらもやや低下しており、イギリスでは
低水準で推移している。物価は、安定している。なお、イングランド銀行は、9月8日に政策金利を
0．25％引き上げ、年5．＿草5％とした。

束アジアをみると、中国では、景気の拡大テンポは鈍化している。物価は下落している。韓国で
は、景気は急速に回復している。失業率は高水準ながらも低下している。

国際金融市場の9月の動きをみると、米ドル（実効相場）は、月を通じてはやや減価した。

国際商品市況の9月の動きをみると、CRB商品先物指数は、月初から上昇基調で推移し、中旬
にやや弱含む場面がみられたものの、月末にかけては208ポイント台まで上昇した。原油スポッ
ト価格（北海ブレント）は、上旬から上昇基調で推移し、中旬にはやや弱含んだが、下旬には23ド
ル台まで上昇した。

1国内需要：個人消費は、緩やかに回復してきたが、このところ足踏み状態

個人消費は、緩やかに回復してきたが、収入が低迷していることなどから、このところ足踏み状
態にある。

家計調査でみると、実質消費支出（全世帯）は前年同月比で7月1．4％増の後、8月は0．1％
増（季節調整済前月比1．1％減）となった。世帯別の動きをみると、勤労者世帯で前年同月比1．
1％減、勤労者以外の世帯では同2．3％増となった。形態別にみると、財は減少、　サービスは
増加となった。なお、消費水準指数は全世帯で前年同月比0．1％増、勤労者世帯では同1．5％
滅となった。また、農家世帯（農業経営統計調査）の実質現金消費支出は前年同月比で7月2．
1％滅となった。小売売上面からみると、小売業販売鐘は前年同月比で7月2．4％減の後、8月
は1．4％減（季節調整済前月比0．3％増）となった。全国百貨店販売額（店舗調整済）は前年同
月比で7月2．1％減の後、8月2．9％減となった。チェーンストア売上高（店舗調整後）は、前年
同月比で7月5．1％減の後、8月4．9％減となった。一方、耐久消費財の販売をみると、乗用車
（軽を含む）新車新規登録・届出台数は、前年同月比で9月は3．3％増となった。また、家電小売
金額（日本電気大型店協会）は、前年同月比で8月は2．5％増となった。レジャー面を大手旅行
業者13社取扱金額でみると、8月は前年同月比で国内旅行が0．7％増、海外旅行は0．6％滅
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となった。

宝金の動向を毎月勤労統計でみると、現金給与総毛は、事業所規模5人以上では前年同月比
で7月2．1％減の後、8月（速報）は1．1％減（事業所規模30人以上では同0．8％減）となり、う
ち所定外給与は、8月（速報）は同2．3％増（事業所規模30人以上では同1．5％増）となった。
実質賃金は、前年同月比で7月2．0％減の後、8月（速報）は1．5％減（事業所規模30人以上で
は同1．1％滅）となった。なお、6～8月合算の特別給与（速報）は、前年同期比7．1％減（前年
は同3．9％減）となった。

住宅建設は、マンションの着工が増加しており、前年を上回る水準で推移している。

新設住宅着工をみると、総戸数（季節調整値）は、前月比で7月11．7％滅（前年同月比1．9％
増）となった後、8月は10．7％増（前年同月比8．4％増）の10万6千戸（年率128万戸）となっ
た。8月の着工床面積（季節調整値）は、前月比12．9％増（前年同月比11．5％増）となった。8
月の戸数の動きを利用関係別にみると、持家は前月比11．1％増（前年同月比12．9％増）、貸
家は同2．7％増（同0．3％増）、分譲住宅は同31．4％増（同16．7％増）となっている。

も　丑慮投資は、なお大幅な減少基調が軌、ている。

日本銀行「企業短期経済観測調査」（9月調査）により設備投資の動向をみると、大企業の11年
度設備投資計画は、製造業で前年度比9．8％滅（6月調査比1．3％上方修正）、非製造業で同
9．1％滅（同3．2％下方修正）となっており、全産業では同9．4％減（同1．6％下方修正）となっ
た。また、中堅企業では、製造業で前年度比16．3％滅（6月調査比3．5％上方修正）、非製造
業で同5．1％漉く同2．2％上方修正）となり、中小企業では製造業で向29．1％滅（同5．5％上
方修正）、非製造業で20．4％減（同3．4％上方修正）となっている。

なお、11年4～6月期の設備投資を、大蔵省「法人企業統計季報」（全産業）でみると前年同期
比で13．4％減（うち製造業24．6％減、非製造業6．6％減）となった。

先行指標の動きをみると、当庁「機械受注統計調査」によれば、機械受注（船舶・電力を除く民
需）は、季節調整済前月比で7月は5．4％漉く前年同期比7．5％滅）の後、8月は2．7％増（同
4．1％滅）となり、基調は減少傾向となっている。ただし、このところ製造業の動きには底堅さがみ
られる。なお、7～9月期（見通し）の桟械受注（船舶・電力を除く民需）は、前期比で4．0％増（前
年同期比5．9％減）と見込まれている。

民間からの建設工事受注額（50社、非住宅）をみると、8月は季節調整済前月比15．4％増
（前年同月比1．7％減）となったが、低水準での推移となっている。内訳をみると、製造業は季節
調整済前月比9．7％増（前年同月比18．7％滅）、非製造業は同16．5％増（同1．8％増）とな
った。

公的需要関連指標をみると、螢共投資は、着工の動きはこのところ低調だが、事業の実施が進
んでいる。

公共工事着工総工事費は、前年同月比で7月7．9％減の後、8月は7．4％減となった。公共工
事請負金額は、前年同月比で8月6．6％減の後、9月は15．3％減となった。官公庁からの建設
工事受注額（50社）は、前年同月比で7月17．4％減の後、8月は7．1％減となった。

2生産雇用：持ち直しの動きがみられる生産

庫の動きをみると、在庫はゝ調整が進み＿、＿在庫率は前年を下回る水準に
なっている。こうした中、生産・出荷は、持ち直しの動きがみられる。
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鉱工業生産（季節調整値）は、前月比で7月0．6％減の後、8月（速報）は、電気機械、輸送機
械等が増加したことから、4．6％増となった。また製造工業生産予測指数（季節調整値）は、前月
比で9月は電気棲械、鉄鋼等により1．3％減の後、10月は輸送機械、一般機械等により0．7％
滅となっている。鉱工業出荷（季節調整値）は、、前月比で7月1．1％減の後、8月（速報）は、生産
財、耐久消費財等が増加したことから、4．0％堵となった。鉱工業生産者製品在庫（季節調整値）
は、前月比で7月1．3％減の後、8月（速報）は、電気機械、石油・石炭製品等が減少したもの
の、輸送機械、金属製晶等が増加したことから、0．2％増となった。また、8月（速報）の鉱工業生
産者製品在庫率指数（季節調整値）は99．4と前月を2．3ポイント下回った。

主な業種について最近の動きをみると、電気機械では、生産は4か月連続で増加し、在庫は8
月は減少した。輸送機械では、生産は4か月連続で増加し、在庫は3か月連続で増加した。化学
では、生産は8月は増加し、在庫は6か月連続で減少した。

第3次産業の動向を通商産業省「第3次産業活動指数」（7月調査、季節調整値）でみると、6月
0．1％増の後、7月（速報）は、運輸・通信業、金融・保険業が増加したものの、不動産業、電気・
ガス・熱供給・水道業等が減少した結果、前月比0．3％減となった。

農業生産の動向をみると、平成11年産水稲の全国作況指数（9月
良」となっている。

雇用情勢は、依然として厳しい。勤め先や事業の都合による失業弓
高水準で推移している。

15日現在）は・102の「ややJ

越享依然多く、完全失業率は

労働力需給をみると、有効求人倍率（季節調整値）は、7月0．46倍の後、8月0．46倍となっ
た。新規求人倍率（季節調整値）は、7月0．87倍の後、8月0．81倍となった。総務庁「労働力調
査」による雇用者数は、7月前年同月比1．2％減（前年同月差63万人滅）の後、8月は同0．3％
減（同14万人滅）となった。常用雇用（事業所規模5人以上）は、7月前年同月比0．4％減（季節
調整済前月比0．0％）の後、8月（速報）は同0．2％減（同0．2％増）となり（事業所規模30人以
上では前年同月比1．2％滅）、産業別には製造業では同2．2％滅となった。8月の完全失業者
数（季節調整値）は、前月差13万人減の317万人、完全失業率（同）は、7月4．9％の後、8月
4．7％となった。所定外労働時間（製造業）は、事業所規模5人以上では7月前年同月比2．6％
増（季節調整済前月比2．8％増）の後、8月（速報）は同4．5％増（同2．4％増）となっている
（事業所規模30人以上では前年同月比4．0％増）。

前記「全国企業短期経済観測調査」（9月調査）によると、企業の雇用人員判断は、過剰感が若
干低下したものの、依然として高い水準にある。

企業の動向をみると、企業収益は、持ち直してきた。また、企業の業況判断は、なお厳しいが改
善が進んでいる。

前記「全国企業短期経済観測調査」（9月調査）によると、大企業（全産業）では、経常利益は11
年度上期には前年同期比5．3％の減益の後、11年度下期には同28．8％の増益が見込まれて
いる。産業別にみると、製造業では11年度上期に前年同期比14．3％の減益の後、11年度下
期には、同65．9％の増益が見込まれている。また、非製造業では11年度上期に前年同期比
3．6％の増益の後、11年度下期には同4．4％の増益が見込まれている。売上高経常利益率
は、製造業では11年度上期に3．04％となった後、11年度下期は4．34％と見込まれている。
また、非製造業では11年度上期に2．08％となった後、11年度下期は2．33％と見込まれてい
る。こうしたなかで、企業の業況判断をみると、製造業、非製造業ともに「悪い」超幅が縮小した。

また、中小企業の動向を同調査でみると、製造業では、経常利益は11年度上期には前年同期
比93．6％の増益の後、11年度下期には同44．4％の増益が見込まれている。また、非製造業
では、11年度上期に前年同期比5．0％の増益の後、11年度下期には同18．1％の増益が
見込まれている。こうしたなかで、企業の業況判断をみると、製造業、非製造業ともに「悪い」超幅
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が縮小した。

企業倒産の状況をみると、件数は、春先からやや増加しているものの、信用保証制度の拡充の
効果などで前年の水準を下回っている。　、

銀行取引停止処分者件数は、8月は882件で前年同月比14．3％滅となった。業種別に件数
の前年同月比をみると、製造業で17．1％、建設業で4．4％の減少となった。

3　国際収支：輸出は、アジア向けが回復傾向にあるため、緩やかに増加

鮎は、アジア向けが回復傾向にあるため、緩やかに増加している。

通関輸出（数量ベース、季節調整値）は、前月比で7月0．7％減の後、8月は1．7％増（前年同
月比5．0％増）となった。最近数か月の動きを品目別（金額ベース）にみると、電気機器、輸送用

も機器等が増加した0甲じく地域別にみると、アジア・アメリカ等が増加した。

鮎は、アジアからの輸入が増加基調にあり、緩やかに増加している。

通関輸入（数量ベース、季節調整値）は、前月比で7月3．7％減の後、8月9．2％増（前年同月
比13．6％増）となった。最近数か月の動きを品目別（金額ベース）にみると、鉱物性燃料、製品
類（桟械機器）等が増加した。同じく地域別にみると、アジア、中東等が増加した。

通関収支差（季節調整値）は、7月に1兆2，329億円の黒字の後、8月は9，555億円の黒字
となった。

国際収支をみると、貿易・サービス収支の黒字は、おおむね接ぽいとなっている。

8月（速報）の貿易・サービス収支（季節調整値）は、前月に比べ、貿易収支の黒字幅が縮小し、
サービス収支の赤字幅が拡大したため、その黒字幅は縮小し、5，2‾98億円となった。また、経常
収支（季節調整値）は、所得収支の黒字幅が拡大し、経常移転収支の赤字幅が縮小したもの
の、貿易・サービス収支の黒字幅が縮小したため、その黒字幅は縮小し、1兆1，240億円となっ
た。投資収支（原数値）は、1兆5．317億円の赤字となり、資本収支（原数値）は、1兆5，904億
円の赤字となった。

9月末の外貨準備高は、前月比110億ドル増加して2，724億ドルとなった。

外国為替市場における対米ドル円相場（インターバンク直物中心相場）は、9月は109円台から
110円台で推移した後、104円台まで上昇したが、月末には106円台に下落した。一方、対ユー
ロ円相場（インターバンク17時時点）は、9月は月初の116円台から118円台に下落した後、1
08円台まで上昇したが、月末には112円台に下落した。

4　物価：国内卸売物価は、下げ止まり

国内卸売物価は、下げ庫ま？ている。

9月の国内卸売物価は、スクラップ類（鉄くず）等が下落したものの、石油・石炭製品（燃料油）等
が上昇したことから、前月比保合い（前年同月比1．3％の下落）となった。また、前記「全国企業
短期経済観測調査」（大企業、9月調査）によると、製商品需給バランスは、依然緩んだ状態にあ
るものの、引き続き改善がみられる。輸出物価は、契約通貨ベースで上昇したものの、円高から
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円ベースでは前月比2．9％の下落（前年同月比14．3％の下落）となった。輸入物価は、契約通
貨ベースで上昇したものの、円高から円ベースでは前月比1．8％の下落（前年同月比10．4％
の下落）となった。この結果、総合卸売物価は、前月比0．5％の下落（前年同月比3．9％の下
落）となった。　　　　　　　　　　、、　　し‘

企 向けサービス は、8月は前年同月比1．．1％の下落（前月比0．2％の下落）となった。

商品市況（月末対比）は木材等は下落したものの、石油等の上昇により9月は上昇した。9月の
動きを品目別にみると、合板等は下落したものの、C重油等が上昇した。

消費者物価は、安定している。

全国の生鮮食品を除く総合は、前年同月比で7月保合いの後、8月は一般生鮮商品が上昇から
下落に転じたこと等の一方、その他工業製品の下落幅の縮小等により保合い（前月比0．1％の
下落）となった。なお、総合は、前年同月比で7月0．1％の下落の後、8月は0．3％の上昇（前月
比0．3％の上昇）となった。

書票霊票竺品芸監禁姦悪篭浩豊冗岩音品言霊豊島芸J
った。なお、総合は、前年同月比で8月0．3％の上昇の後、9月（中旬速報値）は0．1％の下落
（前月比0．4％の上昇）となった。

5　金融財政：株式相場は、一進一退で推移

最近の金融情勢をみると、短期金利は、9月は横ばいで推移した。長期金利は、9月は低下し

た。株式相場は・9月は一進一退で推移した。M2＋CDは、8月は前年同月比3・5％増となっ
た。

短期金融市場をみると、オーバーナイトレートは、9月はおおむね横ばいで推移した。2、3か月
物は、9月は横ばいで推移した。

公社債市場をみると、国債利回りは、9月は低下した。

国内銀行の貸出約定平均金利（新規実行分）は、8月は短期は0．009％ポイント上昇し、長期
は0．101％ポイント低下したことから、総合では前月比で0．024％ポイント低下し1．795％と
なった。

耳ネ「サプライをみると・M2＋CD（月中平均残高）は、8月（速報）は前年同月比3・5％増と
なった。また、広義流動性は、8月（速報）は同　3．5％増となった。

企業金融の動向をみると、金融機関（全国銀行）の貸出（月中平均残高）は、9月（速報）は前年
同月比6．3％減（貸出債権流動化・償却要因等調整後1．6％滅）となった。9片のエクイティ市
場での発行（国内市場発行分）は、転換社債が1，760億円となった。また、国内公募事業債の起
債実績は6，997億円となった。

前記「全国企業短期経済観測調査」（全国企業、9月調査）によると、資金繰り判断は「苦しい」
超が続いており、金融棲関の貸出態度も「厳しい」超が続いているが、改善の動きがみられる。

以上のように、企業金融のひっ迫感は緩和しているが、民間金融機関の貸出は依然低調であ
る。
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株式市場をみると、日経平均株価は、9月は一進一退で推移した。
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ヽ

ヽ

6　海外経済：原油価格、上昇基調で推移
ヽ

主要国の経済動向をみると、アメリカでは、先行きには不透明感もみられるものの、景気は拡大
を続けている。実質GDPは、99年1－3月期前期比年率4．3％増の後、4～6月期は同1．6％
増となった。個人消費、設備投資は増加している。住宅投資は1～3月期の大幅増の反動もあり、
伸びが鈍化している。鉱工業生産（総合）は増加している。雇用は一時的要因により減少した。雇
用者数（非農業事業所）は8月前月差10．3万人増の後、9月は同0．8万人減となった。失業率
は9月4．2％となった。物価は総じて安定している。8月の消費者物価は前年同月比2．3％の上
昇、8月の生産者物価（完成財総合）は同2．3％の上昇となった。財の貿易収支赤字（国際収支
ベース）は、拡大している。連邦準備制度は、10月5日の連邦公開市場理事会（FOMC）におい
て、金融政策姿勢をそれまでの「中立」から「引締めJ方向へ転換したことを発表した。9月の長期
金利（30年物国債）は、ほぼ横ばいで推移した。株価（ダウ平均）は、上旬にやや上昇したものの

もその後は下落し・月初と月末を比べると下落した。

西ヨーロッパをみると、ドイツでは、景気は緩やかに改善してきている。フランスでは、景気は緩
やかな拡大を続けている。イギリスでは、景気は改善してきている。実質GDPは、ドイツ4～6月
期前期比年率0．2％増（速報値）、フランス4～6月期同2．5％増、イギリス4～6月期同2．6％
増となった。鉱工業生産は、ドイツでは増加に転じた。フランスではほぼ横ばいで推移しており、イ
ギリスでは増加している（鉱工業生産は、ドイツ8月前月比1．1％増、フランス6月同0．8％増、
イギリス8月同0．3％増）。‾失業率は、ドイツではほぼ横ばいで推移している。フランスでは高水
準ながらもやや低下しており、イギリスでは低水準で推移している（失業率は、ドイツ9月10．
6％、フランス8月11．3％、イギリス8月4．2％）。物価は、安定している（消費者物価上昇率は、
ドイツ9月前年同月比0．7％、フランス8月同0．5％、イギリス8月同1．1％）。なお、イングランド
銀行は、9月8日に政策金利を0．25％引き上げ、年5．25％とした。

栗アジアをみると、中国では、景気の拡大テンポは鈍化している。物価は下落している。韓国で
は、景気は急速に回復している。失業率は高水準ながらも低下している。

国際金融市場の9月の動きをみると、米ドル（実効相場）は、月を通じてはやや減価した。モルガ
ン銀行発表の米ドル名目実効相場指数（1990年＝100）をみると、9月30日現在105．7、8月
末比1．5％の減価となっている。内訳をみると、9月30日現在、対円では8月未比3．0％減価、
対ユーロでは同1．1％減価した。

国際商品市況の9月の動きをみると、CRB商品先物指数は、月初から上昇基調で推移し、中旬
にやや弱含む場面がみられたものの、月末にかけては208ポイント台まで上昇した。原油スポッ
ト価格（北海ブレント）は、上旬から上昇基調で推移し、中旬にはやや弱含んだが、下旬には23ド
ル台まで上昇した。
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先月からの主要変更点
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r 9 月月例　　　 、、 1 0 月月例

個人清膏 個人精華は、収入が低迷 してい るもーの功、

経やかに匠r復して芦T い る。財肴の中身

個人滑費は、嬉やかに回復 してきたが、収

入が低迷 してい ることなどか島．このとこ

は増えていない も功 の、 ひ もは績み出 し

エビ．星。

ろ足浩あ状鰻にある。

住宅建設 この ところ兼帽に増 加 してきた緯憲の 菩 マンシゴン¢着工が増加 してお り、前年を

工が減少 したが、全 住 としては前頭甚 上

回‘鼠水準を腺も てい る。

上回 る水準で稚指してい る。

生産 最終需要の紡 芦を反映 して低い水準でお 緯ち直 しの動きが 数え絶 島。

おむぬ樺ばい鰐が－　緯 ぢ 露しの兆 しもみ

旦也且 。

業況糾析 なお康 しいが故事仕串向に あ る。 なお康しいが改善が道 AJやい墨○

豆腐 豆腐情勢は、依然と して 厳 しい。孟且羞 豆腐情勢は、依然 として厳 しい。勤め先や

数が減少 し、勤め先や事 業の都合によ る 事案の都合によ る失業者 が盛藍色且、完全
失業者が塩 狙L 工、完全 失業率は三並 五

一匹の嘉高水準、匹推穐して い る。

失業率は高水準で推棺してい為。

総括判断 景気は、民間・需要の回復 力が弱 く、展し 鼻気は、民間需要の回復方が弱 く、厳しい

い状況をなお脱 していな いが、各種の政 ＿状況をなお脱 していない が、各種の政蓑劾
芙効果の浸透な どヱ上皇蟄改善ムエj己墨。 泉の清適な どによ り．経 やかな故等馳

三上三．墨。

政策態度

1

政府は、緊急露濱村等＿，蟹急意甫一対葦 及

び農芸毒毒争力弓婁rヒ村雲事 由害書臆箸を弓重力

・政府は、将尭由公青の純 rヒ等が鼻宗．i嬉遠茜

もたらしかねない との懸念 茜払拭 しつつ 、

に推i堕す 鼠色　また＿　公幸 か 島・畏香 へ円滑 公需かも 民需 へのバ トン タ ッチを円 滑に

にバ I ン与 可卓が行われ ．．鼻宗の腰折れ 行 い、皇五五 本格的な回 復軌道に壷土工邑
事招 くことな く、本格的 な回復 軌道につ くとともに、新たな発展 基盤の確立を 宮桔
なげてい くため、速やか に公共事芸等手 す ため＿今緒の繋が圏の 寝i喜i重富の桔針と

備書を僅属す ることとし、旦住的な櫓討 もなる綻合的な経 嘗封等茜 阜魚に隻宜 し、

甚行 うとともに、今経と も寝王事情勢を注

禎：しつつ、 1 5 か 月亭宝 とい う考え方に

重ユた 平成 1 1 年度第 2 撫補正予算の編

成 も含め、機銃的 ・礫方 的な封応を行 う。

平 成 1 1 年度第 2 枚補正早耳を編成三五。

（注）下線部は先月から変更した部分
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くポイント＞　　　　　　　　　　　　　　　　　 、
1．アジア廿岳、ノ唱EA h靖国では、斗｝6月期の案賢G D P成長率がブラスとなったd
2．鉱工業生産でみても、韓国等でまアジア通貨・金融危機前の水準を越えている。
3．蜜傭 閤加 9年の経済見通しも重くの画で上方幡正されている。

表1．実質QDP成長率の推移
（％）

1996 199 7 1 99 8 19 9 9 2 0 0 0
韓国 6」〕 5．0 ▲ 5．8 8．8　　　 腹0） 6．0　　　 軋ロ）

台湾 5．7 崩 4．8 5．5　　　 軋9） 6．3　　 （6．3）

皇ンカ′、 7．6 8．9 0．3 5 0　 ‾ 頂 0） 6 0　　　 他0）

血 且 を烹 1 8 屯9 ▲ 13．7 a O　　 徽82 4 0　　　 色0）
タ才 5．9 ▲ 1．8 ▲ 10．0 3．0　　　 幻．0） 5．0　　　 腹5）
マレイシ ノ 18．0 7．5 ▲ 7．5 ま0　　　 鳳了） 3．9　　　 腹了）

C主）1999年、2080年はアジア闇莞銀行くADB）の見通しく99年9月）。
括弧内は99年4月時点の見通し。

固2．虹工業生産指数の推移
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（テ主）1．建国、タイは章調情、その他は障数値の3か月移動平均。
2．インドネシアについては、四半期のデータ及び原数値。
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